
1 

 

 

ご回答用紙 

●氏名：藤岡輝子                 

提案①・福祉タクシー券を他制度との選択制とし、社会参加を促進する 

自由記入欄： 

 

 

提案②：就労中の重度障害者への公的な介助サービスを実現する 

自由記入欄： 

 

 

提案③ :市役所に遠隔手話通訳システムを導入する 

自由記入欄： 

市役所内に手話通訳を配置すると予算措置が必要となります。それよりも手話通訳の市民団体(ボラ

ンティア・NPO 等)と連携し、LINE 等のビデオ通話を活用して、通訳してもらうようにすれば手話

通訳を目指す人の数やその方たちのやる気も高まると思います。しかも通訳を必要とする方々の利便

性も高まります、公助ではなく共助による支援策となります。税金の(予算)支出を減らすことがで

き、しかも手話通訳のリストが作成できます。 

 


